




























①木造如意輪観音半跏像（像高 97．1㎝） 京都府醍醐寺蔵（霊宝館安置） 時代 10世紀前半  
②木造如意輪観音坐像（像高 49．0㎝） 京都府醍醐寺蔵（霊宝館安置） 時代 10世紀後半 重
要文化財 
③木造阿弥陀如来及び両脇侍坐像（中尊像高 178．0㎝） 京都府清凉寺蔵（霊宝館安置） 時代
寛平 8年（896）国宝 

























































刻」の題名で投稿して、それが同学会の機関誌『密教図像』37（2018 年 12 月発行）に掲載され
た。 
②木造如意輪観音坐像 










































書 1986年 3月号に「清浄心院岡田宥秀大僧正 御遺稿」として再度掲載される） 
（注 3）塚本善隆「嵯峨清凉寺史平安朝篇―棲霞、清凉二寺盛衰考―」（『仏教文化研究』5、1955
年） 
（注 4）『長野県史 美術建築資料編』全 1巻（1）美術工芸（1992年、社団法人長野県史刊行会） 
   『中興三〇〇年真言宗智山派稲荷五大院長雲寺』（2005年、稲荷山五大院長雲寺）ほか 
（注 5）宮﨑惠仁「金剛峯寺真然大徳坐像の作者 仏師久七康以について」（『研究紀要』1、1995
年、高野山霊宝館） 
 
